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平成 １６年 ９月  １０日発行  第２８号  

   
移送サービス運転協力者講習会（ガイドライン対応）に参加して 

         島村信夫   期間   ８月２８日１３時より８月２９日１７時（当日は悪天候のため休憩を短縮して１６時３０分で終了）       ・・・・ガイドラインに沿った「二種免許に拠り難い場合の十分な技術を習得するための１泊研修会」 会場   津田山オートスクエアー セミナーハウス 主催   移送移動サービス地域ネットワーク団体連合会 参加者  ３５名（男性２８名 女性７名）       東京都から１８名を初めとして関東地域より２７名、 他に山口県、富山県、福井県、滋賀県、静岡県から参加が有りました。    では、講座の科目のうちで印象に残った、或いは重要と思われるものをテキスト以外の講師の講義の内容を要約整理して最後にまとめの感想を記します。   〇〇〇〇移送移送移送移送サービスサービスサービスサービスとはとはとはとは                        講師 阿部司 氏 （東京ハンディキャブ連絡会代表）   移動困難な方（電車バス等の公共移動手段を利用できない方）の統計。   欧米では人口の７％から１０パーセントだが、日本では統計上の数値は無く、推定で約１００万人とされ、今後増加するとされている。 イギリスでは、タクシーにスロープがついており、なおかつ利用者は費用援助がある為一般の１／３で利用できる。当然移送サービスも充実している。  日本では、ハイヤータクシーは、金額の負担が大きいので安価な移動手段を必要としている。福祉タクシーもあるが一台あたり７００万円から１０００万円の行政からの補助があるところもある。税金による支えが必要。  上記のような日本の現状では、ＮＰＯの移送サ－ビスが最適手段であり、今後益々必要性が増していく。   〇〇〇〇移送移送移送移送サービスサービスサービスサービスのののの利用者利用者利用者利用者をををを理解理解理解理解するするするする                講師 荻野陽一 氏 （世田谷の移送サービス） コミュニケーションの有り方   まず第一に、運転者が自分自身を客観的に見つめて己を知ること。   利用者を個人として尊重する。   相手を受け入れ、なおかつ相手を理解する様努める。   その為には自分の事を多く言うより相手の話を良く聞く。   介助者ではなく利用者本人に話しかける。 言語障害の方には   判ったフリをする、聞いたフリをすることはやってはいけない。   判らない事は判らないとはっきり相手にいう。 最近の利用者の傾向   中途障害の方が増えているが、障害初心者マーク付きなので、よりやさしい接し方と運転に努める。 



 

 

 ○○○○移送移送移送移送サービスサービスサービスサービスにおけるにおけるにおけるにおける運転運転運転運転についてについてについてについて         講師 伊藤正章 氏 （東京ハンディキャブ連絡会事務局長） 移送サービスの安全性の確保 ＮＰＯの社会的地位が確立されて来た事で以前にも増してより多くの責任が生じている。 移送サービスとしての自覚が必要（安いタクシーではない）。 安全を確保するのが基礎中の基礎である。   運行表に則っての予定運行が安全の基本（その日の予定者は決まっており、決められたコースと時間を守る） ボランティア活動でも、責任が生じる。利用者が乗車中の事故については、刑事上民事上の責任がある。   運転者がして良いことと悪いこと。 団体毎にサービスの範囲は、決まっているのでそれに沿った活動をする。 運転が第一の目的、過剰なサービスは禁物。 出来ない事、無理する事はしてはならない。 予定時刻より余り早く行ってはならない（利用者を急がす事は利用者の事故につながる）。 ・・・・・ 何があるか分からないので時間に余裕を持っていくが家の側で待機。 ５分以上早く行かないように 目的地に早く着いても喜ばれない（運転を急ぐ事は交通事故につながる）。   事故防止の為  歩行者、車両運転者が高齢者のときは、より注意する。 特に高齢者の自転車への追い越しは、相手が合図するか停止するかでない限りすべきではない。    高齢運転手は自覚がないままに視力が落ちていたり、反応が遅くなっていたりするので気をつける。  運転について 全てに[急]を避ける。急発進、急ブレーキ、急ハンドル。 スピードは控え目に（すぐに停止できる速度）。但し黄色信号のとき、停止線での安全な停止が困難と判断したときは、加速せず（アクセルを踏み込まず）そのまま進行は可。 一時停止、縦列駐車等の時には、ハザードランプ使用。 カーブでは、スピードを落とす（車椅子では揺れが大きい）。 シートベルトは必ず着用（シートベルトができないときは車椅子と身体を固定できるベルトを使用する） 逆手ハンドル片手ハンドルは応答速度が遅くなるので、教習所で習得した正しいハンドル操作をする。   ○○○○運転実技研修運転実技研修運転実技研修運転実技研修                                          インストラクター 林 章一氏（ひいらぎ移送サービス） キャラバン使用。八分目まで水が入った紙コップを持ってこぼさないような運転！ Ｓ字、クランク、縦列駐車、鋭角の各コースで実施（途中ロールプレイング有り）。採点表をいただく。   車椅子をリフトで上下するときは声かけとともに必ず車椅子をつかんでいること。 リフトを途中まで上げた状態で車椅子の固定・解除をしてはならない。 （車椅子から手が離れたり、操作のときに揺れたり傾いたりして非常に危険） シートベルトは必ずアームレストの下を通すこと。 上からだと隙間ができ、ぶつかったショックで内臓破裂してしまうとのこと。  感想感想感想感想     まず第一に、最低参加費分の収穫は得てこようとの思いで参加しました。  各講師の講義はそれぞれ色々な切り口でのものでしたが、結論は安全確実な送迎をするにはかくあるべしの一点につきます。[人命を預かっている]事を念頭に置き、技術レベルの向上のため警察署の安全運転講習またいざと言う時の為。 消防署の救急救命講習等に積極的に参加し、安全に配慮した運転を心掛けます。 楽しく気持ち良い送迎も大切ですが、まずは、安全確実な運転を、です。 この事で、参加費以上の収穫を得ることが出来ます。   ★今回は島村信夫・井上美都子が参加しました。追って他の運転協力者にも受けていただく予定です。 


